
〜主な著書〜
『「愛情の器」モデルに基づく愛着修復プログラム』『⼦育ては
ピンチがチャンス』�（福村出版）�『やさしくわかる！愛着障害
ー理解を深め、⽀援の基本を押さえる』（ほんの森出版）『愛着
障害は何歳からでも必ず修復できる』（合同出版）、他多数

和歌⼭⼤学教育学部 教授�
臨床発達⼼理⼠スーパーバイザー

講師
⽶澤好史 先⽣
よねざわ よしふみ

学校・家庭・地域合同特別講演会

⼦育て・発達⽀援における愛着形成の⼤切さ

 愛着とは、幼い⼦供が養育者と築く情緒的な絆のことであり、⼦供が⼼⾝
ともに健やかに成⻑するための基盤となると⾔われています。愛着形成によ
り、⼦供たちは安⼼できる環境を得て、⼈との良好な関係を築いたり、新し
い経験にチャレンジする⾃信を育んだりしていきます。
 愛着形成の対象は、⺟親に限りません。⽗親、祖⽗⺟、⾝近な養育者（教
員等も含まれる）等、⼦供を取り巻く全ての⼤⼈が、「愛着形成」について
深く知り、⼒を合わせて⼦供たちをサポートしていくことが重要です。
 

14:30 ~ 16:006/25

⿂津市⽴よつば⼩学校

�お問い合わせ

令和7年度
⿂津市⽴よつば⼩学校・よつば⼩学校ＰＴＡ

合同研修会のお知らせ

令和7年5⽉吉⽇

令和７年

（⽔）
よつば⼩学校 3階よつばホール

 ⻑年、保育や教育、福祉の現場で愛着に問題を抱える⼦供たちを⽀援
し、愛着の重要性について研究してこられた講師の⽅にご講演いただきま
す。⼦供たちの安⼼と笑顔のために、ぜひご参加ください。

コミュニティ・スクール

0765-22-5666

お申し込みはこちら

〜⼦供を理解し、共に育ち合うために〜


